












































  要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の育児環境因子を明らかにするために総務庁より人口

動態調査票の目的外使用許可を得て、SIDS 児およびその対照児に対し、平成 10 年 1 月か

ら 2月末にかけて全国で保健婦による聞取り調査を行った。

  その結果、死亡児(SIDS)は対照児に比べ次の育児環境因子で発生率が有意に高いことが

明らかになった。①寝かせ方については、うつぶせ寝があおむけ寝に比べ高く、そのオッ

ズ比は 3.00(P<0.001,95%信頼区間 2.03～4.64)であった。②栄養方法については、人工栄

養児が母乳栄養児に比べ高く、そのオッズ比は4.83(P<0.001,95%信頼区間 2.73～9.48)で

あった。③喫煙については、両親が喫煙していると高く、そのオッズ比は 4.67(P<0.001,95%

信頼区間 2.14～12.54)であった。

  今回の調査結果より、SIDS はうつぶせ寝、人工栄養児、両親の喫煙によリ 3.00～4.83

倍多く発生すると結論された。


